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印
度
の
貨
幣
並
に

.金
融
に
關
す
る
英
國
調

®

委
員
會

0

報
吿
書
は
中
問

m

#
、®
終 

に
夙
に
之
を
受
領
し
れ
る
に
拘
は

&

す
、
|
;昨
年
八
月
歐
洲
戦
爭
開
始
ど
共
に
、余
の
注 

ら
大
戰
爭

R

伴
ぅ

0
濟
财
政
上
の
問
題
に
向
ひ
、印
度
の
螂
貨
問
題
に
及
ぶ
能
は

t
0

ン
ヌ
、パ
ア
ー

'ボ
ア

f

雨
m

の
小
著

並
に

r

工
ゴ
ノ
ミ
ツ

ク
.
ジ
一

ー
ナ
ル

」

所
*

二
コ
ル
ソ
ン

文
を
通
じ
て
、委
負
會
報
吿
書
の

I
:

端
を
窺
ふ
に
止
ま
れ

&

。客
臘
小
問
を

#

て
、«.吿
書 

を
讀
了
し
た
る
を
以
て
、聊
か
印
度
通
貨
間
.題
の
要
領
を
•叙
述
し
、多
少
の
評
論
を
加
へ

(
1
)

千

八

百

九

十

三

年

以

後

の

印

度

通

貨

制

度

•

報
吿
共 

意
は
尊 

に
キ
ー 

氏
の
論 

の

一

部 

ん
S

す
9

i

n
I

中

八

隹

九.

十

」
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:

牟

锻

貨

の

.
：
自

.
-

S
.

鑄

造
.

に
.

對

し

，
て

、
造

，
骼

I

局

i

を
：
®

.

へ

鎖〗

す

る
.

全

：
で

、
印

肱

は

.

鈒

貨

.
を

t

T

の
本
位
貨
幣

ビ
す
る
制
度
を
採
用
し
、

^

丨
ビ
ー
銀

«

.
並
^

.
之
^

基
磷
ど
し
，て
、»

行
せ
ら

，

I

 

る
、
紙
幣
を
流
通
に
付
し
れ
る
こ
ビ
、世
人

0-

知
る
所
の
如
し
。隨
て
當
時
印
度
が
.金
貨
を
本
位 

W

す
る
諸
國

ft
.

對
し
て
、偾
務
を
決
濟
す
る
に
は
、銀
貨
の
地
金
價
格
に
據
つ
て
、之

•
を
金
货
に
交
.

一
 

換するを常し

®

し
て
印
度
の
貿
爲
は
今
日

.
に
於
け
る

.如
く
、當
晚
に
於
て
も
自
國
に
宵
利

 

【 

な
6

し
が
故
に
、贸
易
差
额
は
銀
地
金
の
輸
入
を

.
招
致
し
、銀
地
金
を
所
有
す
る
漭
は
自
&
の
好

 

I 

む
0

に
據
ぅ
之
を
造
幣
局
に
輸
納
し
て
、以
て
銀
貨
に
禱
造
す
る
を
得
た

.ぅ
。 

I 

政
府
が
銀
貨
の
自
凼
鋳
造
^
對
し
て
造
幣
局
を
閉
錙
し
た
る
主
要
の
目
的
は
銀
の
金
货
偾

 

I 

格
低
落
に
基
き

「

ル
ー
ビ
貨
に
起
れ
る
金
貨
憤

.格
の
低
落
に
依
て
•
ず
る
事
態
を
救
濟
す

 

一
 

る
の
.1.

事
に
存

.し
ft
i

。蓋
し
ル
ー
ビ
ー

#

貨
の
金

.貨
價
格
低
落
す
る
ビ
き
は
_

度
の
金
貨
拂

 

j 

債
務
の
食
擔
を
增
加
し
<爲

#

相
場
の
動
搖
に
依
て
»
府
の
財
政
並
に
貿
易
を
不
確
實

な
ら
し 

む
な
を
免
か
れ
ざ
れ
ば
な

i

0
 

く
て
千
八
西
九
十

.
三
年
銀
貨
に
對
し
て
、造
幣
局
の
閉
鎖
せ

&

.る 
> 

や
、其
期
圖
し
た
る
如
く
、ル
ー
ビ

I

銀
貨
の
爲
替
價
袼

ビ

同
鈒
貨
の
含
有
す

る

®
地
金

に
 

對
す
る
金
貨

.
價
格

^

の
間
に
漸
次
間
隔
を
生
ず
る
.に

至
れ
6
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ち
千
八
百
九
十

2

印
政
庥
は 

y丨
ピ
.
1
.
0
0
.
0

鋳
.造
を
行
ひ
た

，る

以
外

は
、同

銀
貨
の
流
通
高
を
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加
せ
ず
、

」

方
に
レ
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し
て
、®
格
の
標
準
た
る
地
位
を
占 

事
情
の
生
ず
る
ビ
共
に
、其
價
格
.の 

替
和
場
の
商
低
を
見
る
に
、

i

烙
十
餘

(
1

四四)

論
說
印
庇

'
の
i t

幣邦に僉融制度！

i；

關す*研究

丨
銀
貨
が
無
制
限
法
貨

^

し
て
、內
地
に
於
け
る
取

51
に
對 

む
る
以
上
は
、ル
ー
ビ
ー
銀
貨
に
對
す
る
偷
へ
要
を
»
加
す
る 

騰
貴
す
る
は
、必
然
の
勢
ど

'
云
は
ざ
る
を

#

ず
。然
れ
ざ

も

爲

部

.

#
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.

一

八

九

三一

四
、
觅
四
六.
 

一

八

九

四

ニ

！一
、
一
〇
〇

一

八

九

五

ニ

1
,

六
三
八
 

一

八

九

六

1

四
、
四K
〇 

丨

一

八

九

七5

、
四
〇
六
 

1

八九
八本
九七
八

に
し
て
、千
八
莨
九
十
八
年

‘

に
於
て
は
、未
だ
豫
期

し

た

る

程
度
に
達
せ
ず
、將
來
の
變
動
亦
测

&
 

メ
知
る
可
か
ら
す
。印
度
貨
幣
制
度
の
眼
目
は
印
度
の
對
外
債
務
を
決
濟
す
る
に
當
つ
て
要
す
る 

內
國

1^
胳
を
5 1

货
に
交
換
す
る
に
就
て
。絕
對
の
保
證

6

る
の

】

事
に
存
し
、之
を
除
ひ
て
、他
に 

當
而
の
急

を

要
す
る
も
の
な

し

。
®

に
於
て
か
印
度
政
府
は
千
八
西
九
十
八
年

三

月

印

度

事

務

 

大
1,
1

に
向
つ
て
爲
替
和
場
騰
貴
の
趨
勢
を
促
逝
す

る

爲

め

、資

金

を

借
入

れ

て

、
金

货

準

®

を

設

 

け
•必
：耍

? >

る
場
合
に
は
、ル
ー
ビ
ー
鈒
货
を
囘
收
し
、且
つ
之
を
鑄
潰
し
て
、通
貨
の
過
刺
を
制
す 

る
の
方
策
を
建

霄

し

、
斯

く
て
英
國
政
府
は
千
八
西
九
十
八

年

四

月

サ

ー

ぺ

ン

リ

ー

ジ

ア

ウ

ラ

右
の
委
員
會
は
翌
年
七
月
報
吿
書
を
公
に
し
ね
る
：が
、同
委
員

#

.

の：紐
織
せ
£
れ
れ
る
當
喊 

印
度
に
於
て
は
如
何
な
る
狀
況
の
下
に
通
貨
が
流
通
し
、又
外
國
に
對
し
て
支
掃
を
爲
し
、或
は 

外
國
に
於
て
印
度
に
對
し
て
支
拂
を
爲
さ
ん

V
J

す
る
潜
は
如
何
な
る
方
法
を
以
て
し
た
る
や 

S

云
ふ
に
、當
時
後
漭
の
地
位
に
届
る
者
は
ー
磅
に
付
き
十
五
ル
ー
ビ
ー
の
比
率
に
據

A

、金
货 

を
輸
鈉
し
、力
ル
カ
ツ

.

タ
又
は
孟
買
の
造
幣
局
を

.

し
て
ル
ー
ビ
ー
銀
貨
を
交
付
せ
し
む
る
か

3 4 

は
紙
幣
事
務
局
を
し
て
紙
幣
を
發
行
せ
し
む
る
を
以
て
、有
利
な

-

^

ど
す
る
の
狀
飽
に
居
れ

i

。
 

印
度
政
府
が
一
ル

•

丨
•
ヒ
ー
R

付
き

1

志

四

片

の

割

合

を

以

て

、
金

貨

、ヒ

引

換

に

^
,
丨

ビ

ー

做

貨 

を
交
付
す
る
の
方
針
を
取
ぅ
、且
つ
此
目
的
を
達
す
る
に
就
て
、ル
ー
ビ
ー
銀
貨
の
®
當
な

る

も 

の
? >

る
以
上
は
、爲
替
相
場
は
金
貨
を
印
度
に
現
送
す
る

#

用
を

1

志
！F

片
に
加
重
し
セ
る
も 

の
を
限
度
ビ
し
、其
以
上
に
騰
貴
せ
ざ
る
可
し
ご
雖
も
、反
對
に
通
貨
に
對
す
る
需
要
減
少
し
た 

.

る
場
合
に
は
、政
府
が
一
志
四
片
の
割
合
を
以
て
、ル

.

丨
ビ
ー
銀
貨

V
J

引
換
に
金
貨
を
交
付
す
る 

&

、或
は
一
定

.
の
割
合
.

を
以
て
、無
限
に
金
貨
拂
爲
替
を
賣
出
す

0 .

方
針
を
取
る
に
非
ざ
れ
ば
、印 

度
ょ
ぅ
偷
敦
に
金
貨
を
現
送
す
る
費
用
を

〗：

志
四
片
ょ

6

控
除
し
.

た
る
程
度

'

を
超
へ
て
、爲
替

热

十

怨

(
I

四
五
}

腧

-
0
.印
度
の
货
幣
•#
に
叙
融
制
度
に
關
す
芯
研
究 

郯

ニ

號

S
一



锘
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e
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魄
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度

，の
'
i

#

u叙
融
刺
塊
U
關
；I

研
究 

站
. 一
s

H

二

相
場
の
低
落
を
生
：

を
免
か
れ
す
ギ
八
百
九
十
八
年
並
に
：同九
十
九

^

を
通
じ
て
、諸
般

©
 

事
.情
は

|

志
四
片
の

.
爲
替
相
場
を
維
持
す
る

-R

資
し
、千
八

"0
九
十
九
年
末
に
於
て
は
、一
志
：四 

-片
の
割
合
を
以
て

.
、

k

丨

ビ

ー
銀
貨

ぐ
し
引
換
に
交

#

せ.
&
れ
允

る

金
貨
四
西
五
十
藤
破
は
印

度

 

に
於
妙
る
紙
幣
準
備
汆

e

爲
れ
 

玆
に
於

て

か
千
八

W

九
.
十
八
年
の

.
黯
員
會
は
»
貨

に

對
し 

\

印
度
造
胳
局
を
再
圈
す
る
か
、將
打
又
之
に
代
.つ

て
、
ル

ー

P
丨
飯
貨
の
爲
替
價
格
の
決
定
サ 

ら
る
マ

JE

確
な

^

割
合
を
 

一
«

す
る

か

の
間
題
に
接
し
て
、直

tc

前
者
を
峻
拒
し
、一
志
四
片
を 

以
て
後
潸
に
充
つ
可
き
こ
ど
を
提
議
し
、此
提
議
は
印
度
事
務
大
臣
並
に
印
度
政
廳
の
採
用
す 

る
所
ビ
爲
れ

ぅ
^

ら
ば
當
時
委
員
會
は
千
八
百
九

.十
八
年
ょ

6
同
九
十
九
年
に
至
る
間
に
、ル
 

丨
ビ
ー
鈒
貨
の
爲
替
相
場
に
就
て
生
じ
た

る

狀
況
に
永
久
的
效
果
を
與
ふ

る

に

就
て
'如

何

な

 

る
方
策
を
以
て
せ
ん
ど
し
た
る
か
。旣

>

.
造
幣
局
の
聞
鎖
以
來
五
年
を
經
過
せ
る
間
に
於
て
、ル

. 

丨
ピ
ー
銀
貨
に
對
し

.て
、1 .

志
四
片
の
價
格
の
現
は
れ
た
る
事
實
に
徵
し
て
、委
員
會
は
印
度
政 

府
の
提
議
し
た
る
が
如
き
方
策
を
行
ふ
を
以
て
、全
然
不
必
喪
な

b

ミ
し
、唯
此
價
袼
に
永
久
的

效
果
を
有
せ
し
む
る
爲
め
に
、爲
替
相
場
を
確
鬼
し
、且

り
金
货
を
法
貨

S

す
る
の

.
必
要
を

>
認
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吾

人
.

は

英

國

の

：
ソ

グ

其

>

ィ
'

ン

金

貨

を

印

度

の

^

;

;

〜

る

乙

，
信

じ

同

時

に

6

度

の
^

幣
眉
を
公
開
し
、王

立

造

幣

局

の

濠

洲

王

支

周

ビ

0

一
 

の
條 

す

の

丁

丨

無

带

限

に

金

貨

の

鋳

造

に

當

ら

し

む

る

を

適

當

な

.

ぅ
^

認
む
。即

ち

同
】

枭
♦

の 

下
に
、內
國
並
に
印
度
に
於
て
、共

に

金

貨

を

«

造

流
通
せ
し
め
ん
ど
す
る
も
の

—
に
し
て
、吾
人 

か
此
提
燊
を
爲
す
は
、金

の

自

由

出

入

の

原

則

に

基

く

金

貨

本

位

制

度

の

將

來

印

度

に

^

行 

せ
&

れ
ん
ど
す
る
を
希
望
す
る
の
故
を
以
て
な

b

ベ
第
5 K

卜
a

^

)

有

效

な

る

金

貨

本

位

制

の

卞

に

於

て

は

、ル

ー

ビ

ー
銀
貨
は
ス
グ
モ
レ
ィ
ン
金
貨
に
從
曝 

す

る

定

位

貨

幣

^

る
可
し
。然

れ

ざ

も

現

在

の

狀

況

は

ル

1

ビ

ー
銀
貨
の
法
貨
た
る
金
额
に 

，
制
限
を

.

加

ふ

る

を

可

な

i

ど
せ
ず
、將
來
に
於
て
も
或
る
期
間
斯
る

.

制
限
を
ぼ
す
る
能
ま
す
。
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第

五

十

2 £

節
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■

即

ち

委

員

會

は

印

度

に

終

局

に

於

て

、金
貨
本
位
制
を
施
行
し
、然
も
實
際
に
金
貨
を
流
通
せ 

L

め

ん
^

し
、ニ
時
の
手
段
ど
し
て
、怫

蘭

西

の

貨

幣

制

度

に

類

似

し

：た
る
も
の
を
以
て
す
る
の 

愈

見

を

懷

き

た

6

 

e

見
る
可
ぐ
、此
意
見

.

の
如
く
爲

6

ん
'

か
、銀
貨
は
單
獨
の
通
貨
た
ぅ
、或
ょ
主 

婆

の

通

貨

た

る

從

來

の

地

位

を

失

.

ひ
、其
競
爭
遨
ど
し
て
ソ

y

o c
.

レ
ィ
ン
金
貨
を
迎
へ
ざ
る
を

滞

十

卷

(

5

七)

說
印
度
の
货
僻

#

に
金
融
制
度
！！關

I

研

贫

g

i

き
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粥
ニ
號 

三
四

得
文
而
し
て
，委
員
會
は
ソ
グ
工
レ
イ
ン
金
貨
を
法
貨

V
J

し
、又
金
貨
の
傭
造
に
對
し
て
、造
幣
局 

を
公
開
す
る
上
記
の
提
案
の
外

に
、第
六
十
節
に
於

て
、新

k

丨
ビ

ー

銀
貨
は
流
通
し

つ
、

わ
る
：
 

金
貨
の
割
合
が
公
衆
の
：要
求
に
超
過
す
る
に
至
る
爻
で
之
を
鑄
造
せ

ず

、ル

ー

ビ
ー
錶
貨
鋳
造 

の
利
益
は
特
別
の
準
備
金

V」

し
て
、金
貨
の
形
飽
を
以
て
保
存
す
可
き
こ
ビ
を
提
議
し
、此
準
備 

金
の
.用
法
に
就
て
は
、第
五
十
九
節
に
於
て
、

^

の
如
く
說
明
し
た
ぅ
。

印
度
政
府
は

V

丨
ビ
ー
銀
貨

S

引
換
に
、金
貨
を
交
付
す
る
法

#

上
の
義
務
を
負
ぅ
可
き
：
 

も
の
に
非
す
ど
雖
も
、尙
ほ
爲
替
相
場
が
現
送
點
以
下
に
低
落
し
た
る
場
合
に
、外
國
送
金
の 

用
に
供
す
る
爲
め
に
、

#

貨
準
備
を
所
有
す
る
.を
必
婴

y
j

す
。即
ち
時
の
事
情
之
を
必
要

S

す 

る
場
合
に
、斯
く
金
貨
準
備
を
利
用
す
る
は
然
る
可
き
所
に
し
て
、充
分
な
る
金
貨
準
備
の
蓄 

積
せ
ら
れ
た
る
縢
に
は
、ル

I

ビ
！
銀
貨
に
代
つ
て
、金
貨
を
以
て
、印

度

,0

負
ふ
債
務
を
果
す 

を
得
べ
し
。
 

-

以
上
の
提
案
は
全
部
印
度
政
府
に
依
て
採
用
せ
ら
れ
た
る
が
、果
し
て
如
何
な
る
結
®
を
齋

し
た
る
か
。千
八
百
九
十
九
年
の
印
度
法
律
第
二
十
.ニ
號
は
ブ
磅
に
付
き
十
五
ル
ー
ビ
ー
の
割

•記
第

〗

の
提
案
を
採
用
し
た
る
も
の
に
し
て
、斯
く
て
ぐ

I

ビ
ー
銀
貨
，の：

1

志
.四
斤
の
公
芘
•供 

格
以
上
：に
騰
貴
す
る
を
豫
防
す
る
の
効
果
を

.期
し
得
た

6

ビ
雖
も
、間
_
に
此
法
律
は
ル
ー
ビ 

丨
銀
貨
の

1

志
四
片
以
下
に
低
落
す
る

.を
豫
防
す
る
能
は
ず

ft

務
を
決
濟
す
る
に
當

P

/

ダ
' 

エ
レ
ィ
ン
金
貨
を
以
て
す
る
ょ
も
、十
五
ル
ー
ビ
ー
を
以
て
す
る
.の
低
廉
な
る
の
事
實
を
生 

せ
ん
力
、之
を
如
何
ど
も
す
る
能
は
ざ
る
に
至
る
可
し
。玆
に
於
て
か
第
二
の
提
案
れ
る
金
貨

»

 

，造
に
對
し
て
、造
幣
局
を
公
開
す
る
の
必
嬰
は
最
も
緊
切
な

6

ビ
認
め

6

れ
た
し
て
第
三

 

提
案
の
結
果
ど
し
て
、金
貨
本
位
準
備
金
な
る
も
の
設
置
せ
ら
れ
、千
九
胃
年

】

月
印
度
に
於
け

. 

る
紙
幣
準
備
金
中
の
金
貨
は
五
西
莴
磅
に
上
れ
り
。

固
ょ
ぅ
金
貨
は
旣
に
印
度
に
於
て
法
貨
ビ
爲
れ

6

ビ
雖
.
も
、公
衆
は
，
ル
ー
ビ
ー
銀
貨
を
鮮
要〔 

t

て
己
ま
ず
政
府
は
千
八
西
九
十
三
年
以
來
停
止
し
れ
る
ル
ー
ビ
ー
銀
貨
の
鋳
造
を
開
始
す
：
 

可
き
や
否
や
に
就
て
，常
に
考
虛
す
る
所
ゎ
々
き
。藍
し
千
八
百
九
十
三
年
の
法
雜
並
忙
一
磅

^
 

利
き
十
瓦
ル
ー
ビ
ー
の

.

.割
合
を
以
て
、造
幣
局
並
に
紙
幣
事
務
局
に
於
.て
金
貨
を
收
受
す
る
の 

布
吿
は
千
八
西
九
十
八
年
の
法
律
に
依
て
補
足
せ

&

れ
、右
ど
同
一
の
割
合
を

.
以
.て
*
偷
敦
に

®
 

託
せ
ら
れ
英
蘭
銀
行

'
が
紙
幣
準
備
金
の

.】

部
S

し
て
、特

R

:保
管
す
る
金
貨
に
對
し
て
郎
度
长

第
ナ
卷

(
一 .

四九)

.
論

說

.印度の货帶

#
!
i盡
制
度
に
關
す
る
研
究

 

第
.ニ
雛
三
五



第

十

怨
(

.一
洱C
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論

餅

印
搜
の
货
帶
#
!
1愈
融
制
鹿
に
關
す
る
研
究 

姑
ニ
號 

三六

於
で
紙
幣
を
發
行
す
る
こ

^

、
爲
れ

k

此
便
：
.
法
の
目
的
は

.偷

.敦
^

對
す
る
政
府

.
の
.送
金
.
を
.謂 

便

に
し
、
偷
敦
に
預
託
せ
ら
れ
た
る
金
貨
，に
對
し
て

.、印
度
に
於
て
.ダ

丨
ビ
I

銀
貨

又
は
紙
幣
を

、
. 

發
行
せ
し
め
て
、以
て
通
货
の
伸
縮
を
期
す
る
に
存
し
れ

$

ど
*

も
、斯
く
て
偷
敦
に
预
記
せ
ら 

れ
れ
る
金
貨
に
對
し
て
、紙
幣
の
增
發
せ
ら
る

，や
、自
ら

'
印
度

^

於
け
る
政
府
の

\

丨
ピ

1

0

,
 

貨
準
備
金
に
對
す
る
取
付
を
誘
致
す
る
に
至
一
れ
ん
此
取
付
に
接
し
、

g

E

.
酵
府
は
千
八
西
九

.十
- 

八 
年 

の
委
員
會
の
提
案

£

據
ぅ
、印
度
人
民
を
し
て
流
通
貨
幣

S

し
て
、金
貨
を
使
用
せ
し
め
ん

' 

ビ
し
、通
貨
事
務
局
に
命
令
し
て
、紙
幣
を
提
供
し
た
る
漭
に
は
ソ
グ

H

レ
ィ
ン

.金
»

を
交
付
し

- 

同
金
貨
の
收
受
を
拒
み
れ
る
潘
に
は

.\
丨
ビ

]

舉
貨
を
與
へ
、同
時
に
郵
®
局
を
始
め
政
府
の 

管
轄
下
に
在
る
官
靡
を
介
し
て
、公
衆
に
ソ
、ヴ

.
.
H

レ
ィ
ン
金

.貨
を

®

用
せ
し
，め
ん

ど
し
，
T2

れ
ど
. 

も
、金
貨
は
多
ぐ
政
府
に

歸
來

し
^

幣
の
流
通
圆
滑
な

&

ざ
る

-

共

^
、ソ

グ

エ

レ
ィ
ン
金
貨

^
 

四
ア
ン
ナ
內
外
の
割
引
を

^

ず
る
に
至
ら
し
め
、當
時
の
饑
饉

,̂人
玛
の
偁
刹
ど
す
る
通
貨
の 

缺
乏

ヾ

しは
相

®

な
り
て
、

一
般
の
'金
融
逼
追
を
招
き
れ
う
，事
情
斯
の
却

く

夥 
>
 し
を
.
以
て
、千
み

百
年
印
度
政
府
は

\

1

ビ
1

銀
貨
鋳
造
の
復
靡
を
決
定
し
、®
敦
に
於
け
る
紙
幣
準
備
‘金
中

F

^
K
,
.
V
T
/ 

■ 

<
A
V 

■ 

k
^
.
' 

T
V
-
> 

I
f 

tt.r 
I
, 

ah
Q
.
'
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^
3 る 

x
t 

7
^
>
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\
^
K る
.
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^
^
:

r
;；iiI參I
i

馨
*§霧I§1
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i
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i
«1
I1I
I

地
金
を
準
備
杂
も
し
て
、購
入

.ょ
i

鑄
造
は
至
る
期
間
流
通
す
を
紙
幣
を
後
行
す
る
こ
ビ

、
し
、 

f

 

千
九
百
二
年
の
法
律
を
以
て
、是
等
を
永
久
の
規
定

^

し
れ
6

。;'
.

,

,

 

:

|

千
八
百
九
十
八
年
の
：委
員
會
が
ル
ー
ビ
ー
鈒
貨
鑄
造

'
の
利
@

を
以
て
、
#

別の
準備
金を
®

ル

 

く可
し

^

した
る提

^

は
千
九
西
年
，を
以
て
實
施
せ
ら

n

印
度
政
府
は
總
て
鋳
造
の
利
益
を

' |

 

倫
敦
に
現
送
し
、英
貨
證
芬
に
放
下
す
る
こ
ミ
、
し
れ
々
。蓋
し
事
變
の
發
生
し
た
る
場
合
巧
準

I

卿

備
金
を
利
用
す
る
場
所
は
偸
敦
に
外
な
ら
ざ
る
を
以
て
、偷
敦
に
斯
る
資
金
を
有
す
，る

を

以

て

一
 

便
利
な
り
ビ
認
め
た
る
が
故
な
ぅ
。千
九
西

1

年以來ルービー銀貨鑄造の利益は

】

旦
餵
一 

貨
を
紙
幣
準
備
金

’に
繰
入
れ
れ
る
上
、同
準
備
金
ょ

3

同額の金貨を取付けて、
偷
敦
に
現
送
一 

せ
&

れ
、其
放
下
に
依
て
生
じ
れ
る
利
子

a

金
貨
準
備
金
に
供
せ
ら
れ
た

6

。始
め
放
資
の
目
的

 

j 

物
は
コ

.

ン
ソ
ル
公
僙
に
限

&

れ
れ
る
が
、後
に

1

の

^

券
を

多

置

に
所
有
す
る

こ

ど

を

避

け

、具
 

つ
相
當
の
利
子
を
收
む
る
爲
め
、他
の
目
的
物
に
擴
脹
せ

&

れ
れ
$
。 

* 

-

千
九
百
五
年
印
度
政
府
は
印
度

'
に
於
て
、紙
幣
準
備

.
金
S

し
て
所
有
す
る
金
貨
の

ft
s

西
萬

_

磅
を
偷
敦

‘

に

現
送

し
、
偷
敦

に
' 
於
て
印
度
政
府
の
所
有
す
る
.金
貨

R

金

を
增

殖
し
、
其
後
資
易
差 

額
.
‘の
有
利

ど

爲
る

に
隨
て
、页
に

典
增

殖
を
吿

げ
た
ん
蕋
し
千
八
西
九
十
九
年
以
來
印
度
政
府

第
十
潴

2

五

こ

論

m

印度の
i t

幣并
|-

金
融
制
度|-
關
す
る
研
究
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三
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餘
C
l

 

M
i
l
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“

犹

印
度
の
货
微
#
に
發
融
制
度
に
關
す
る
研
究• 

纸

二

號

三

八

の
囷
難
ビ
す
る
所
は
爲
卷
相
場
を
一
志
四
片
に
維
持
す
る
こ
ビ
に
存
せ
ず

し

て

、

寧
ろ
"人
民
の

需
要
に
應
じ
て
、ル
ー
ビ
ー
龈
貨
を
供
給
す
る
の
一
事
に
繫
れ
办

&

に
上
記
の
如
く
、偷
敦
に
ソ

グ
エ
レ
ィ
ン
金
貨
を
現
送
し
、同
地
に
於
て
之
を
所
有
せ
ん
か
、必
要
に
應
じ
て
之
を
銀
地
金

_

入
の
資
金
に
投

t'

る
、を
得
ベ
く
、斯

 

<
 
て
特
に
印
度
ょ

6

買
入
の
資
金
を
現
送
す
る
三
四

1

||
«

.の
日
子
を
省
約
す
る

R

至
：る
の
利
益

J>
&

ど
す
。而
し
て
页
に
千
九
百
六
年
に
至

.
6

、ル
ー
ビ
ー

銀
貨
供
給
に
關
す
る
上
述
の
困
雛
に

•
應
ず
る
爲
め
、紙
幣
準

.備
金
の
外
に
、印
度
に
特
味
の
準

_

金
を
設

®

す
る
こ
义
、
爲

6

、始
め
は
銀
地
金
を
以
て
し
た
る
が
、千
九
百
六
年
に
至

P

，,
丨
ビ

丨
銀
貨
を
以
て
し
、偷
敦
に
有
す
る
英
貨
證
券
の
準
備
金
？
合
せ
て
之
に
金
貨
本
位
準

i

金
な 

る
名
稱
を
付
し
た
ぅ
。

.

然
れ
ざ
も
印
度
に
於
け
る
紙
幣
準
備
金
ど
し
て
蓄
橫

'

せ
ら
れ
た
る
金
貨
を
偷
敦

R

現
送
し 

て
或
は
之
を
金
貨
本
位
準
備
金
ど
し
、或
は
之
を
紙
胳
準
備
金

^:

し
て
、
#

R

英
蘭
銀
行
に
保
管
，
 

せ
し
む
る
の
方
法
を
取
る
ビ
き
は
、

|

旦
金
貨
は
筒
人
の

.®

用
を
以

て
'
印
度
に
到
着
し
れ
る
後

觅
に
公
衆
が
ル
ー
ビ
ー
銀
貨

€

引
換
に
政
府
に
交
付
す
る
や
、政
府
の
费
用
を
以

.て
、偷
敦
に
矮

*■
-

.
- 

.

.

.

. 

還
.

せ
.
.
.ら
.
.れ

：
'

其
.
.間

に」
1

:

重
.

：
の

，
费

用

を

蒙

ら

-

ぎ

.

る
.

；
を

得
.

*

^

'印
.
.度
.
.
.に

：
於'

け
.
.
る

，
‘
'
'ル

：

_
,

ビ
.
.
.
1：

ど

，
引

'
換

i

f

f

^

i

i

i

i

i

i

i

i

i
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^
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^
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^
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^
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^

i
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l

a

u

 

- 

, 

'

敦
R

於
•て
金
貨
を
收
受
す
る
の
惯
例
を
擴
張
せ
ん
か
、印
度
政
府

.
は
偷
敦

R

金
货
'を
現
送
す
る 

，盤

用

を

省

約

す

る

を

得

ベ

く

、
一
 

方
'

^
印
度
政
廳
宛
手
形
の
形
態
を
以

.て
、公

#

に
送
金
へ
の
«
を 

供
ふ
る

v
j

き
は
、從
來
印
度
に
现
送
し
た
る
金
貨
の
運
賃
保
險
料
の
不
用
，に
歸
す
る
の
結
*
、斯 

る
手
形
に
對
し
て
相
當
の
價
袼
を
維
持
せ
し
む
る
を
得
る
の
道
理
な
办
。较
に
於
て
か
、千
八
莨 

九
.
十
八
年
偷
敦
に
於
て
、金
貨
拂
印
度
政

.廳
宛
手
形
を
責
却
し

"1

方
に
印
度
に
於
て
此
手
形
賣 

却
®

爲
め
に
、偷
敦
に
蓄
橫
せ
ら
れ
た
る
金
貨
に
對
し
て
紙
幣
を
發
行
す
る
方
法
擴
張
せ
ら
れ
、
 

千
九
首
四
年
以
來
印
度
事
務

.局
は

1

志
四
片
八
分
の

.

】

の
價
格
を
以
て
、無
限
に
印
度
政
廳
宛 

手
形
を
賣
却
す
る
こ
ビ

 

> 

し
、是
等
手
形

.に
對
す
る
需
要
大
に
し
て
、印
度
政
府
の
國
庫
殘
高
を 

,以
て
、之
に
應
ず
る
に
足
ら
ざ
る
ど
き
に
は

.
偷
敦

R

於
け
る
通
貨
基
金
中
の
金
貨
預
託
高
に
對 

し
て
、印
度
に

#

す
る
紙
幣
準
備
金
中
の

,

丨
ビ
ー
銀
貨
を
銷
却
し
、必
要
の
場
合
に
は
、金
貨
本 

位
準
備
金
印
度
現
在
高
中
の
ル
ー
ビ
ー
銀
貨
を
も
銷
却
す
る
を
得
る
こ

S

、
し
、政
府
は
必
製 

に
應
じ
て
印
度
政
廳
宛
手
形
の
收
入
を
以
て
、偷
敦
に
於
て
銀
地
金
を
購
入
し
、®
度
に
現
送
し 

t

、ル
ー
ビ
ー
銀
貨
に
鋳
造
せ
し
む
る
こ

^

、し
た
る
施
設
の
下
に
、
千九百五年以

*
.印 

度
政
府
は
印

.度
ょ
ぅ
偷
：敎
に
宛
て

\

ソ
グ
エ
レ
ィ
ン
金

.貨

.
を
瑰
送
す
る
の
必
要
を
免

.か
，れ
、金

婼
十
卷

(
1

五三)

踗

說

印
度
の
货
幣
幷
に
金
融
制
度
に
關
す
る
研
究

 

绡
ニ
號
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辦十卷
-

(

一
五四)

論

鸱

印度.の货幣

#
じ
^
融
•制度
に
闕

す

る

研

究

‘
鲂

コ

號

四

〇

，

钱
本
位

準
備
金
又
は
紙
幣
準
備
金
に

對
す
る
坩
額
は
印
度
政
廳
宛
手
形
の
寶
却

に

侬

て

行

は
 

る
、
に
至
れ
ぅ
。

 

.

然
る
'
に
千
九
西
七
年
の
夏
季
モ
ン
ス
ー
ン
例
年
の
如
く
猫
ら
ず
、同
年
秋
季
に
於
け
る
米
國

泡
&

の
後
を
承
け
て
世
界

|

般
に
金
融
の
緊
縮
を
生
す
る
や
、十

^

J-
-

J
頃
よ

.

^
印
度
の
爲
#
喵

#

は
軟
弱
ど
爲

6

て
、〗
志
三
片
十
六
分
の
十

】

に
下

A

、印
度
に
鞞
け
る
紙
幣
準
備
金
中
の

ソ

ク

H

レ
ィ
ン
金
貨
は
減
少
し
、印
度
政
府
は
一
磅
に
付
き
十
五
火
丨
ビ
ー
の
剧
合
を
、以
て
、■
软

見
道

#

爲
替
を
喪
珣
す
る

.
こ
^

を
爲

#

銀
行
に
請
來
せ
ら
れ
た
る

R

之
を
拒
絕
し
た
る
の
み

な
、ら
ず
紙
幣
準
備
金
中
よ
な
、輸
出
に
要
す
る
金
貨
を
交
付
す
る
場
合
に
ニ
人
に
ホ
き

j 

n

i

鸹
砂
以
下
に
限

6

、爲
め
に
力
ル
カ
ツ
タ
に
於
け
る
爲
替
相

®

は
十
一
バ
ニ
十
三
日
一
志

H

£

r

三
十
ニ
分
の
ニ
十
三
の
低
き
に
至
&
、一

 

萬
磅
以
上
の
倫
敦
宛
送
金
を
以
て
す
る
と
、
爲
れ

6

。

玆
rc

於
て
か
、印
度
事
務
大

[ ^

は
印
度
政
府
に
甸
つ
て
、輸
出
に
要
す
る
金
貨
を
交
付
す
る
こ
ど

を
請
求
し
た
る
が
、然
も
印
度
政
府
は
政
廳
苑
手
形
を
喪
却
す
る
能

.«

ざ
る
を
以
て
、命
敦
に
於

け
る

紙
幣
準
備

^

金
の
內
よ

&

金
貨
を
挪
出
し
、此
金
額
に
相
當
す
る
ル
ー
ビ
ー
銀
货
を
國
取 

' »

.

.殘

-
高.

よ

-
<
=
V

印

.

度

.

忙
.
'於
■.

け
，
.
'

t
o

'

紙
.
.
.幣

'

準

備
.
.金
'

に
.
.移

■
す

の
.
.
.舉

.

に
.
.
出

で

、
斯.；
ぐ

て
、
漸

.

く
'

缚

替

兔

ぃ

邊

：を.
.通

.

t-

し
*r

 

二
月
三
日

.
力
ル
カ
ツ
ク

R

於
け
る
淋
場
を
し
て
一
志
三
片
八

.分
の
七

'に
陕
復
.せ
し
む 

る
を
；
^

た
6

而
し
て
千
九

1

C

A
年
三
月
ニ
十
六

.0
!

よ
ぅ
同
年
九
月
十

】

日
に
：虫
る
間
印
度
政 

府
は

s
:

度
に
於
て

1

志
三
片
三
十
ニ
分
の
ニ
十
九
の
割
合
を
以
て
、英
國
宛
爲
替
平
形
を
^
却 

し
斯
る
手
形
の
支
拂
に
當
る
爲
め
、舍：货
本
位
準
備
金
に
属
す
る
有
偎
證
券
を
處
分
し
、以
て
爲 

替
相
場
の
確
實
を
期
し
た

6

。而
し
て
此
問
手
形
支
拂
に
應
ず
る
爲
め
、金
貨
本
位
準
備
を
の
減 

却
し
た
る
高
は
八
百
五
萬
八
千
磅
に
上

h

、外
に
印
度
事
務
局
の
殘
高
を
墳
加
す
る
爲
め
；同
皆 

備
金
よ

h

融
通
し
た
る
高
は
九
十
三
萬
三
千
七
百
四
十
九
磅
を
數
へ
た

6

。固
よ

6

此
沏
間
を 

&

じ
て

P

度
政
廳
宛
手
形
の

®

却
は
偷
敦

R

於
て
、自
ら
停

it

せ
ら
れ
れ
る
を
以
て
、印
度

0

.務 

局
は
偸
敦
に
於
け
る
紙
幣
基
金
中
の
金
貨
よ

$

四

15

五
十
三
萵
磅
の
融
通
を
仰
ぎ
、尙
ほ
印
度 

の
恐
倫
に

： §
：

ぅ
歲
入

s

不
足
に
？

る
爲
め
、四

S

十
5

の
s

i

を

5

し
た

k

當 

時
金
貨
本
位
準
備
金
の
印
度
在
高

^

於
け
る
ル
ー
ビ
ー
銀
貨
は
蓊
し
く
增
加
し
た
雖
も
，
 

之
を

t

®

依
度

1

持
の
用
に
供
せ
ん

€

す
る
は
、市
場
に
寶
却
し
て
、金
貨
に
引
換
へ
ざ
る
可
炉 

ら
ず
而
し
て
之
を

&

却
す
る
に
は
、地
金

®

格
を
以
て

.せ
ざ
る
可
か

&

ざ
る
が
故
に
、を

$

卞
％

縛
侦
金
巾
に
ル
ー
ビ
ー
銀
貨
の
存
す
る
は
、內
國
に
於
て
ル
ー
ビ

i

貨
の
供
給

不

足

し

た

る
 

奶
十
海

(
！

五五)

^
 

0

印
度
の
薛
并

I
I

金
融
刺
浮

W

I

研究 

当

號

四

一



婼

十

怨

2
5

ハ)

論
說
印
度
の
货
幣
祁
に

.
命
融
制
度

1;
關
す
る
研
究
 

箱
ニ
破
.

四
ニ

場

合

に

、之

を

.調

節

す

る

.に

±

ま

&
、他

に

大

：な

、る
；.効
；果

を

致

さ

し

む
る
を
得
ざ
る

こ
.

明̂
白

£ 

爲
れ

&

0

千
九

西
八

年
以
後
印
度
は
常
に

商
工
業
繁

榮
の
地
位
に
居

i

偸
敦
ょ
办
印
度
に
對
す
る
送 

金
の
需

M

甚
だ
大
に
し
て
、千
九
百

七

ヰ
乃
军
同

八

年
の

®

慌
中
、g

.

度
に
菩
積
せ
ら
れ
た
る
ル 

丨
ビ
ー
銀
貨
の
苒
發
行
を
必
要
£
し

^

く
て
偷

^

に
於
け
る
傘
貨
本
位
準
備
金
を
以
前
の
程 

度
に
復
せ
し
め
た
る
の
み
な
ら
ず
、千
九
百
十
ニ
年
ょ
ぅ
同
十
四

.
年
に
至

6

て
、新
に
ル
ー
ビ
ー

. 

銀
貨
傭
造
の
必
要
に
接
し
、其
利
益
を
準
備
金
增
殖
の
用
に
供
す
る
を
得
た
ち
而
し
て
千
九

西
 

七
年
以
來
準
備
金
の
處
理
に
就
て
注

0
1

を
要
す
る
は
、其
性
質
を
し
て
流
動
的
資
產
た
ら
し
め 

た
る
の

一

事
な

.々
。即
ち
政
府
は
难
備
金
中

、n

 

V

ソ
ル
公
債
其
他
同
種
®
の
證
券
を
以
て
保
街 

せ
ら
る

.
，

額
を
減
少
し
、出
鈉
債
券
、大
藏
省
證
芬
の
如
き
、短
期
の
'證
券
を
以
て

之

R
代
へ
、

準
備 

金
の

1

部
を
短
期
通
知
資
金
に
變
形
し
れ

6

。

a

一)

印

度

通

貨

制

度

の

現

狀

上
.

へ

述

，
す

る
‘

所
-

垮

據
''

て

，
見

れ.
.
.
'ば

、
印.

.度

：
玫

麻

が
'
:
:ソ

ノ

ゲ

，
チ

レィ

' /
'

金

：
貨

を

。

®

:

度

の

：
：
法

'

ら

し

め

、

!■..£!! i
h
m
E
-
M
I
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_

n

i

i

i

i

s

E

而
；し

.

.て
印
度
，內
地
に
金
貨
準
備
を
設

.く
可

.き
©

«

龠
の
提
議

.を
實
行
す

.る
に
.努
力
し

ft

る
は 

.明
白
の

^r

實
セ
し
て
喷
ソ
ク
エ

K

ィ
y

金
貨
：を
流
通
せ
し
め
ん
ビ
し
れ
る

ft

畫
に
失
敗
し

^
 

る
を
以
て
、直
に
金
貨
の
流
通
を
獎
勵
す
る
の
意
を
絕
ち
、其
結
果
爲
替
相
場
を
維
持
す

る

手
段 

W

し
て
、偷
敦
に
金
貨
準
備
を
保
有
す
る
に

¥

一
れ
る
も
の
な

4
0W

の
如
く
印
度
に
於
け
る
金
货 

流
通
の

f
-n
-

晝
は
其
第
マ
着
步
に
於
て
、失
敗
し
た

$

ど
雖
も
、金
貨
の
流
通
を
企
て
つ
、
あ
る

一
 

面
に
於
て
、彼
の

n

 

ロ
ー
ナ
佥
鑛
會

f

t
が
其
產
物
を
英
國
に
賣
却
す
る
契
約
を
締
結
し
、金
地
を 

の
孟
買
に
輸
鈉
さ
れ
て
、金
貨
に
鑄
造
せ
ら
る
、
見
込
を
空
か
ら
し
め
た
る
一
事
は
注
目
を
做 

す
る
所
に
し
て
金
貨
の
流
通
せ
ざ
ぅ
し
は
、敢
て

IH

常
の
狀
雄
を
以
て
、目
す
可
か
ら
ざ
る
の
趣 

を
存
し
ナ

h

故
に
印
度
に
於
け
る
多
數
の
人
士
は
印
度
の
見
地
ょ
り
考
量
し
て
、今
日
に
^
て 

も
佝
ほ
千
八
西
九
十
八
年
の
フ
ァ
ク
ラ
ー
委
员
會
の
提
議
を
以
て
、述
货
制
度
の
述
用
を
#
す 

る
根
本
の
原
則
を
決
定
し
た
る
も
の

$

し
て
、之
を
遵
奉
す
る
こ

(£
:

を
主
張
し
て
已
ま
ず
。今
其 

主
張
漭
の
論
據
ど
す
る
所
を
窺
ふ
に
、左：の
數
點
に
外
な
ら
す

。

.

(

ニ
金
貨
は
之
を
ル
ー
ビ
ー
银
货
に
比
較
し
て
、流
通
の
媒
介
物

^
し
て
、便
利
な
る

こ

も

三)

金
貨
の
流
通
は

_準
備
金
に
金
货
を
骰
き
て
、紙
幣
を
流
通
せ
し
む
る
理
想
的
通
货
ど
し

笫

十

餘

(
I

五
七
}

論

說

印

度

の

货

很

邦

に

■

制
度
に
關
す
名
研
究 

第

二

雛

四

三
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锫
十
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(

厂
班
八)

論說印度，

，

の
货
幣
邦

1
1命
融
制
度
に
關
す
る
研
究 

箱〗

1號
、

四
四
 

て

E

め

&

る

、
も
の
に
涉
を
近
つ
く
る
の

#

果
あ
る

'こ
ど
。

(

三)

銀
貨
の
流
通
は
退
步
的
國
民
の
徵
候

な
る

に
反
し
、金
貨
の
流
通
は
國
民
の
權
威
を
保 

持
す

る
.
所
以
な

る
こ
？

..
0

. 

,

(

四)

金
貨
の
流
®
は
爲
替
相
場

の
維

特
R

罾

す
る
も

の

あ
る
こ

y
j。

(

五)

新
に
ル
ー
ピ
ー
銀
貨
を
供
給
す
る
爲
め
、常
に
之
，を
鑄
造
す
る
は
避
く
可
き
所
に
し
て
、
 

ソ
グ
ユ
レ
ィ
ン
，金
貨
の
流
通
に
依
て

^

目
的
を
果
す
可
き

‘
こ

ど
。

(

六)

印
度
は
金
貨
を
實
際
の
流
通
に
付
す
る
ま
で
、人
爲
的
通
貨
の
下
に
居
る
を
免
が
れ
ざ 

る
こ
ど
。 

.

(

七)

印
度
は
金
货
を
吸
收
し
、以
て
金
產
額
墙
加
に
基
く
物
偾
の
騰
貴
に
對
し
て
、世

界
.̂
般 

を
保
談
す
可
き
こ
^
。

印
度
の
貨
幣
制
度

U

於
て
金
貨
を
流
通
せ
し
め
ん
ど
す
る
議
論
の
根
據
は
多
岐
に
涉

A

、其、
 

內
に
は
耶
ヵ
感
情
に
趨
れ

る

.

も

の
?>
. 

P

.
ビ
雖
も
千
八

H

九
十
八

¥
■

の
委
.■員
#
は
ル
ー
ビ
ー

m
 

貨
の
金
貨
兌
換
を
保
證
す
る
に
必

‘
要
な
る
計
畫
を
案
出
す
る

R.

當
り
、金
貨
準
備

.は
'爲
替
相
場 

;.
0

:
現
送
點
：以

:7
^

低
«

^

'浪

：：
る

ー

時

に

舛

«

送
^

;0

用

へ

に

供

ー

せ

ら

る

、

.
を

以

て
、重
.
な
る
用
途
の

存
す
る
も
の
な
る

::

ど
を
認
め
、印
度
に
於
て
金
貨
を
流
通

k

#

せ
ん
か
、通
貨
に
對
す
る
商
業 

上
の
需
要
は
ル
ー
ビ
ー
餵
货
ょ
り
も
、寧
ろ
金
貨
に
依
て
充
さ
れ
、斯
く

<

\

1

ビ
！
銀
貨
引
瞵 

に
關
す
る
政
麻
の
貴
任
を
輕
減
す
る
を
得
べ
く
、商
業
不
景
氣
の
際
に
は
、流
通
中
の
金
货
は
商 

業
上
の
中
心
點
に
歸
來
し
て
、輸
出
の
用
に
供
せ

&

る

>

の
み
な

.
ら
ず
、或
る
時
期
に
於
て
、®
要 

あ
-
る
通
貨
を
供
給
す
る
は
、政
府
の
當
然
企
劃
す
可
き
所
に
し
て
、此

j

事
は
.印
度
の
如
く
國
家 

が
貨
幣
流
通
の
狀
態
を
支
配
す
る
國
に
於

'
て
、特
に
其
必
要

|>
6

ど
し
れ
る
も

.
の
な
ぅ
。

以
上
の
議
輪

^

相
對
し
て
、金
貨
の
流
通
に
反
對
す
る
議
輸
は
«
&
,
其
根
據
を
金
貨
流
通
の 

程
度
の
小
な

る

場
合
に
、何
等
の
効

®

を
奏
さ

^

る
こ
^
、
、興
大
な
る
場
合
に
却
て
金
货
本
兌 

準
，倔
金
を
薄
弱
な

&

し
む
る
こ

V
J

>

に
置
く
も
の
、
如
し
。即
ち
日

<

金
货
流
通
の
主
張
盏
は
近
き
將
來
に
於
て
、其

If

行
せ
ん

V
J

す
る
、又
斯
る
流
通
を
行
ひ
て 

布
利
な

A

ど
す
る
秤
度
を
明
に
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
^
し
も
彼
等
の
希
蕻
し
祐
畫
す
る
所
に 

し
て
、例
へ
ば
埃
及
に
於
て
、金
貨
の
使
用
せ

&

る

同

1

の
程
度

^

で
、金
貨
を
流
通
に
付 

せ
ん

V
J

す
る
も
の
な

&

ば
、流
通
中
の
金
貨
は
商
業
の
不

®

氣
に
際
し
て
、箸
し
き
數
蹵
を
以 

て
、
輸
出
の
用
に
供
せ
&
る

、
を

疑
は
ず
。而
し
て
印
度
に
於
て
、此
狀
態
を
現
出
せ
し

W

ん
ど

幣
十
怨

(

5

九)

踰
說
印
度
の
竊
邦

(-

命融制ぼに

_

す
_る
研
海

笫
ニ
M

四
<3£
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- 
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E 

.

す
る
に
は
、紙
幣

«

行
を
無
意
義
の
程

'度
ま
で
減
縮
し
、又
，大
な
る
费

;{
]

を
投
じ

.
て
、ル
.
1

ピ
T

 ̂

鈒
貨
の
現
に
流
通
す
る
高
の
大
部
分
を
囘
收
す
る
を
必

•要
ヒ
す
可
し

#

し
も
命
貨
流

1

0

_

. 

、、こ

.

? 

主
張
*
に
し
て
現
に
流
通
す
る
紙
幣
を
減
縮
せ

す

、̂
ル
ー
ピ

ー

銀

貨
を
も
囘
收
せ

ず

、
全
體 

L  
, 

の
流
通
高
の
漱
增
に
依

て
、金
貨
を
流
通
に
付
す

る

こ
^

を
企
圖

す

る

も

の

な

&

ん
か
、金
货

ず 

は

多

年

に

百

一

$

て
、通

貨

制

度

に

於

け

る

從

屬

.的

地

位

を

占

む

る
に
過
ぎ
ざ
る

可

く

、
斯
る
程

.

• 

. 

■

r

 

度
の
金
貨
流

®

を
’
以
て
し
て
は
、爲
替
の

.狀
態
に
有
利
な
る
影
_
を
及
ぼ
す
も
の
ど
信
ず
る 

 ̂

能
は

t'

。何

ビ

な
れ
ば
庇
場
合
に
は

^

業
不
景
氣
に
當
つ
て

®

約
せ
&
る
可
き
多
额
の
ル
ー

V
, 

* 
-

ビ
ー
銀
貨

?>
$

て
、斯
る
場
合
に
政
府
に
歸
來
す
可
き
も
の
は
、今

C：

 

V」

同
じ
く
ル
ー
ピ
ー
銀 

一，
 

貨
に
外
な
ら
ざ
る
可
き
を
以
て
な
ら
、從
來
の
經
驗
に
微
す
る
に
、公
衆
が
支

®

を
爲
す
に

、
®

I

 

,
 

位
貨
被
を
以
て
す
る

W
、

金
貨
を
以
て
す
る

V
J

選
擇
の
自
由
を
有
す
る
場
合
に
は
、爲

漆

*

«

;̂
ぃ
■'
 

- 

.

一
 

の
軟
弱
な
る
に
當
つ
て
、流
通
外
に
出
路
を
求
む
る
も
の
は
流
通
し
つ

>

6

る
金
貨
に
非
す 

( 

.

し
て
、過
剩
の
定
位
貨
幣
た
る
可
く
、斯
る
狀
摭
は
定

位
®
幣
が
低
額
面
の
貨
幣
を
便
利
ビ
す

\ 

る
日
常
の
取
引
を
決
濟
す
る
に
不
充
分
な
る
程
度
ま
で
、其
供
給
の
減
縮
せ
ら
れ
た
る
©
に

^
 

, 

■

ぐ
至
'つ

：
:r

摊 
J

:̂T
.'2
;

:t

淹

;

を
：得

■
べ
し
，

<

.

.い
‘
レ
：.
|

.....

I
L
K
-
- 

^

^

.

^

.

1

1

1

1

.

^

^
 

I
,
.
- 

■

!!
-
£
1'|
-

1

—>

j

:

l键

,/
'

次

に

1流
へ
®
.に
一
.
#

」せ
."

ん

す

，.る(

金

.貨
は

.：之

を

何

れ

0
:方
.面

.

ZZ;

求

む

.：
る

や

の

：
問

，
題
.に

就

て

、V
.

考

せ

ざ

る

可

か

ら

ず

，若

し

も

金

«

^

し

て

現

に

.流

»

.し

ら

>

办

.る

紙

'幣

又

格

!

ビ
ハ.
1

飯
：貨

. ^

代」

る
に
止
耸

&

,

'

す
、金

.

«

の

流

'通

せ

，
ざ

る

。
場

合

に»

造
ー
せ「

&
.る

可

き

^
》

丨
ビ
丨

«

‘

...... 

、

貨
に
も
代
る
も
の
：ど

^

.ん
か
、金
貨

■本
位
：準
備
金

.
は
新
鑄

.
造
の
•
益
金
に
依
て
、補
充
せ

&

:
る
、

.
の
道
.を
失
ひ
、自
ら
其
掘
力
を
傷
け

&
:
.る
、
の

'道
理
に
し
，て
、同
準
備
入
冉
は
其
現
在
の
資
金
：が 

Y 

;放
下
に
依
て
、利
子
を
生
す
る

.場
合
の
外
に
、之
を
增
殖
す
る
に
難

.
く
、他

.
の

1

方
に
金
貨
の
流

V.'^
 

通
す
る
も
の
あ
办
ビ
す
る
も
、斯
く
金
貨
本
位
へ
準
備
金
を
減
じ
、全
體
の
金
«
在
高
を
減
中
る

•?
.
.
.
••
•、

_ 

.

に
於
て
は
、爲
替
相
場
の
維
持

^

資
す
る
も
の

.
あ
り
ビ
す
る
能
は
ず
。要
す
る
に
金
貨
流
通
の 

ノ
 

"

主
張
潘
は
寒
小
な
る
程
殷
の
流
通
を
以
て
し

T

は
、大
な
る
効
用
を

M

せ
ず
、大
規
模
の
流

®

ノ 

は
近
き
將
來
に
於
て
、現
存
す
る
準
備
金
を
割

'き
、爲
替
の
維
持
に
必
要
な
る
余
貨
を
減
少
せ

し
む
る
に
至

.
る
ど
云
ふ
ニ
箇
の
反
對
論
に
邀

.
遇
せ
.
ざ
る
を
：得
ざ
る
な
ぅ
。

¥ 

千

九

百

十

三

.年

英

國

政
府

の

：任

0
し
た
る

黍

員

食

が

印
度
に

於

け

る
金
貨
流
通
を
不
可
な 

? 

&.ど
す
る
議
論
は
如
上

0

根
據
に
甚
く
も
の
な
办
。彼
等
は
必
ず
し
も
絕
對
に
之
を
不
可
な
办 

% 

. 

ビ
す
る
，に
非
ず
、有
効
な
る

)

程
度
に

‘
金
货
を

'
.流
敏
せ
し
む
夺
場
合
：に：生
：す
る
無
用
を
恐
作
、又
圯

.

第

十
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(
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六
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論

魏

印

度

の

货

幣

井

に

金

融

制

度

じ

關

す

る

研

究
m

こ̂

四七，



站
十
卷

(
一

六1
1
)
.
1

魏

印
.度
の
猎
：g

:

じ
金
融
制
度
•し

關

す

晶

究

，
雜

ニ

號

四

‘、

锻
用
を
恐
れ

て

、
少
許
の
流
通
を
行
ふ
場
合

.に
於
て
、爲
替
相
場

.の
維
持
に
資
す
る
も
の

な

き

1:1 

點
R

重
き
を

®

ぎ
て
、金
貨
.流
通
に
滿

a

せ
ず
、現
狀
を
維
持
せ
ん

S

す
る
も
の
な
る
こ
ミ
を
知 

.る
可
し
。委
員
，
の
'所
論
斯
の

如

ぐ

爲
&

ん
か
、之
に

-對
し
.て
種
々
の
批
評
を
下
す
を
得
べ
し
。

第

I

、公
衆
は
ル

I

ビ
1

餵
貨
を
需
要
し
、而
し
て
政
府
は
此
需
要

.を
充

.た
し
た
り

V
J

稱
す
る 

も
、此
事
た

る
、既
往
に
行
は
れ
た
る

.事
實
に
し
て
、八

 

1
日
R

於
て
は
事
情
の
然

&

ざ
る
も
の
あ
火 

即
ち
最
近
十
ニ
年
間
忙
於
て
、公
衆
の
吸
收
し
：た
る
ル
ー
ピ
ー
銀
貨

^

ソ
グ
エ
レ
ィ
ン
佥
食

<
 

は
死

i

r

量
に
し
て
、殊
に
最
後
の
四
年
間
に
於
て
は
、ソ
グ
工
レ
ィ
ン
金
®
に
對
す
る
需
要
は 

著
し
く
增
進
じ
た

i

0

ち
此
事
實
は
坶
貨
に
對
す
る
國

民
0

讀

要
.に

«
大
な
る
變
動
を
來
し 

火
丨
ビ
ー
銀
貨
に
代
つ
て
、金

.
貨
-
の
需
要
せ
ら
る
、

R

至
れ
る
こ
ビ
を
，示
ず
も
の
に
外
な

&

す
。
 

第
一
一
印
度
現
時
の
通
貨
制
度
は
他
の
諸

'
國
の
制
度

ビ
類
似

®

を
有
し
、歌
て
異
色
を
以
て
目
す 

可
力
ら
ず

>
J

し
て
現
狀

.

に
滿
足
せ
ん

.V
J

す

る

考

? >

ヶ

C

然
れ
ど
も
他

' 

の
.

諸
國
に

■

於
て
は
、印
度
に 

於
け
る

.

が
如

'

く
；國
民
が

^

に

金

貨

を

，
私

藏

す

る

も

の

な

ぐ

、
此

點

R

於

て

事

情

の

同

ム

な

&

.

'§ '

る
以
上

.
は
他
に
類
似
點

»

'
る
.の
故

？?
以V

、

印
.
.度
の
通
，货

.
'制
度
.に
安
ん

*

4
”
のへ
^

時

，'I
印

'度

に

於

.
v

.

n

.

f 

に

,
f.す 

i
.爵- 要

：-

の

公

衆

の

：間

に

.

\

:

!
ビ—

銀
貨
の
信
用
の
失
爾
し

‘作

る

緒

趟

に

し

て

、此

事

實

に

處

：て

推

^
'
す
る
.

.

,

|

g

き

は
、定
位
貨
幣
た
る

\

 

!

ビ
.
丨

銀
貨
が
國
民

R

需
要
せ

&

れ
、彼
等

の

通

貨

に

對
す

る

喪
求 

R

應

じ

つ

、

あ

る

も

のe

令

ふ

可
か

&

ず

、
隨

て
將
來
に
於

て
、其
流
通
高
を

墦
加
す
る
が
如
き 

企
及
す
可
か
ら

ざ

る

所
な

ぅ

。
第
三
金
貨
ょ

6

も
經
濟
的
な

る

通
«

を
使

用

す

る

こ

S

に
就
て 

印
度
人
民
を

’
敎
育
す
る
-の
必
要
は
從
來
屢
主
張

せ

ら

れ

た
る
議
論

な
6

。然
れ
と
も
從
來
の
實 

驗
を
以

で

す

る
e

き

は
、斯
る
敎
育
的
効
果
は
充
分
な

-
C
V
S

す

る

：能
は

ず

。ル
I

ビ
1

銀

貨

に

比 

較

し

て

英

に

經

濟

的

通

貨

た

る

紙

幣

が

漸

く

廣

ぐ

流

通

す

る

に

至

れ

る

ど

共

^
ゝ
他
の
一
方
に 

於
て

は

ソ
グ
エ
レ
ィ

X

金

貨
の
吸
收
高
は

大

に

增

加
し

、

此
金

貨
に
對

す

る

需

喪

の

增

加

は

金 

地
金
に
對
す
る
餺
要
の
增
加
ど
相
俟
つ
て
、印
度
通
貨
の
狀
徳
を
支
配
せ

ん

ど

し

つ

、
办
ち
巨 

額
の
金
貨
を
需
要
す
る
國
に
於

て
、定

位

貨

幣

を

大

規

櫞

に

流

通

せ

し

む
る
の
不
適
當
な
る
は 

明
a

の
事
實
に
し
て
：

’
金
貨
を
流
通
外
に
驅
逐
し
、金
貨
の
.有
用
な
る
用
途

に
用
ひ

&

れ

ん
S

す 

名
こ
マ

J

を
妨
害
す
る
に
至

&

ん
の
み
。第
®
金
貨

流

通

に

反
對
す
る
論
潜
は
爲
替
相
場
を
*
持 

す
る
爲
め
に
は
、準
備
金
た
る
金
貨
は
流
通
し
つ
、
あ
る
金
貨
に
勝
る
も
の

3>
$

€

云
ふ
。是

t
 

1

面
の
眞
理
た
る
を
失
は
す

^

雞
も
同
時
に
流

.
通

し

つ

、
あ
_
る
金
貨
が
爲
替
保
發
の
嘴
め
に
、

妨
十
怨

(
！

六
5
 

M

 

0

印
度
の
货
幣
禅
に
金
融
制
度
に
關
す
る
研
究 

1

雛

四
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鹆
十
海
ニ
六
s
 

^
 

M

印
度
の
货
幣
邦
じ
金
融
制
度
に
謝
す
る
研
究
：
 

第二號
.

,

五o

B

位
貨
幣
に
勝
る
も
の
あ
る
と
も
之
を
否
定
ず
可
か

&

す
。貿
易
の
狀
況
不
利
な
る
場
合
に
、通
，
 

貨
流
通
上
に
危
險
を
齋
す
も
の
は
、定
位
貨
幣
に
し
て
、委
員
會
報
告
書
第
六
十
ニ
節
に
於
て
も 

『

爲
替
相
場
の

.軟
弱
な
る
場
合
に
、出
路
を

.求
め
ん
ど
す
る
は
、金
貨
に
非
す
し
て
、過
剩
な
る
定
位 

貨
幣
な
る

i

ど」

を
斷
言
し
れ

つ
金
貨
準
備
は
紙
幣
發
行
に
依

6

、又
は
錶
行
制
度
の
運
用 

に
依
て

^

通

し

つ

、
あ

る

金

貨

を

以

て

、之
.を

補

充

す

る
を
得
べ
き
道
理
な

A

(

三)

，
金
貨
本
位
準
備
金

.
印
度
政
府
に
し
て
內
地
に
於
け
る
金

.貨
の
流
通
を
企
圖
せ
す
、紙
幣
並
に
ダ
ー
ビ
ー
鈒
貨
を 

主
要
の
通
货
ど
す
る

〗

方
に
、內
外
に
存
在
す
る
準
備
金
を
利
用
し
て

^

替
相
場
の
調
節
、對
外 

债
務
の
決
濟
を
行
は

.ん
ど
す
る
以
上
は
、各

®

の
準
備
金
は
印
度
貨
幣
制
度
の
運
用
に
就
て
、

«

 

大
な
る
關
係
を
有
せ
ざ

る

を
得
ず
。是
等
準
備
金
は
金
貨
本
位
準
備
金
、金
貨
又
•は
英
貨
證
券
を 

以
'て

保

有

せ

ら

る

、
紙

幣

準

備

金

の

1

部
、印
度
事
務
局
收
入
殘
高
等
ょ
ぅ
成
る
ど
雖
も
、此
殘 

高
は
通
常
支
出
を
要
す
る
も
の
な
る
を
以

.て
、恐

0

の
際
に
爲
替
相
場
を
維

#

す
る

永

久

の

資

’

1 

o
t 

^
 
kf
 

-
 
I
 

•
 

s 

.

.

.

.

.

.

.

. 

-
 

►*
 
.
 

.
、

佥
貨
本

.位
傘
備
金

.

.代
就
て
說
明
せ
ん

R
.、千
九
百
七
年
乃
至
同

A

年
の
實
驗
を
以
で
す
：る
：ミ

'

.き
は
、此
難
備
金
ル
爲
替
相

®

不
利
に
し
て
、印

度

政

廳

宛

手

形

の

賣

却

.自

由

な
&

ざ
る

©

合
に
、
 

印
度

&

府
の
內
國
經
狻
に
供
せ
ら
る
、
の
み
な
ら
ず
、爲
替
和
場
の
現
送
點
以
下
に
£
落
す
る 

こ
ど
を
防
逷
す
る
に
足
る
程
度
ま
で
、不
利
な
る
質
易
楚
額
を
決
濟
す
る
の
用
に
充
て

&

る

> 

も
の
な
る
こ
ビ

.明
&

な
6

。之
に
反
し
て
準
備
金
は

.
印
度
に
；流
通
す
る
ぐ
ー
ビ
ー
銀
貨
を
ソ
グ 

エ
レ
ィ
ン
金
貨
に
引
換
ふ
る
の
準
備
た
る
を
要
せ
ず
、金
は
世
界
の
貨
幣
に
し
て
、印
度
が
令
貨 

を
要
す
る

t
f

贸
易
差
額
を
以
て
對
外
僙
務
を
決
濟
す
る
に
足

&

ざ
る
の
時
な
る
を
以
て
、レ

1
 

ヒ
ー
銀
貨
は
金
貨
本
位
準
備
金
に

»

し
て
間
接
の
關
係

.を
有
す
る
に
過
ぎ
ず
。換
言
す
、
ば
準 

備

金

は

ル

ー

，ヒ
ー
銀
貨
鋳
造
の
利
益
を
以
て
、充
.足

せ
&

る

、

に

拘

は
&

ず
、«

目

的

ど

す

る
:;
?

は

流

通

す

る
ル

ー
ビ
ー
銀
貨
全
部
を
免
換
す
る
に
非
ず
、轍

«

せ
&
る
可
き

X
丨
ビ
ー
鈒
貨
を 

金
貨
に
引
換
ふ
る
の
準
備
な
る
事
に
存
す
。準
備
金
の
自
的
旣
に

此
點
に
駿
る

.

以
上
は
、準
聪
金 

の
金
額
は
流
通
中
の

ル
ー
ビ
ー
銀
貨
の
數
蹵
に
依
て
增
減
す

.
る
を
必
.要
^

.
せ
.ず
、
寧
ろ
商
業

卞 

振

の
際
に

對
外
債
務

を

決
濟
す

る

能
力
に

生
せ

ん
ど

す
る

不
足
0

程
度

に
相
«

ず

る
も
の

な 

S

ざ
る
可

か
&

ず
。旣
に

f

ビ

す
れ
ば

、

商
業
.
不
振
の
際
に

生
せ
ん
幺
す
る
偾
務
の
決
濟

E

就

_
.
^
r盤

(

.ーナ五〕

騎
說
，

.印度の

.货幣绅
1
1命融制度に關す名研究
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瓦ニ

て
、他
の
金
貨

.資
金
を
合
せ
七
、之
^

當
る
を
得
，る

點
^

«

越

し

て

權

，
備

金

：
を

蓄

«

す
.
.る
考
耍
せ
" 

ざ
る
.
が

如

し
€

雖
.
も
、此
點
，を
決
定
す
る
は
、#

常
の
'
”難
事
に
し
て
、貿
易
發

.
達
す
る

^

典
に
、輸
出
一 

入
0

差

額

は

其

入

超
.
の
.方

嚮

に

居
る

S

出

超

の

方

嚮
R

在
る
士
•
を

問
.は
.
ず
、變
勸
の
急
，劇
な
- 

る 

を
菇
か
れ
ざ
る

j

方
R

、敌
人
の
英
貨
ま
券

R

'
放
資
す
る
も
の
大
な
ら
ん
か
*
る
放
資
は
自 

ら
爲
替
相
場
の
維

•
持
^

資
す
る
所
あ
る
可
き
の
道

.
理

な

；
ぅ

。
然

：
も
^

を
事

«

^

徵
す
る
に
、商
業 

不
振
の
：際
に
於
て
準

«

金
に
對
す
る
取
付
の
勢
は
甚
だ
大
な
る
を
免
か
れ
ず
。

®

K

千
九
百

^
 

年
乃
茧
同
八
年
の
恐
慌
に
就
て
見
る
も

®

憐
襲
來
の

.
後
に
於
て
、其
以
前
に
驻
文
せ
ら
れ
た
る 

輸
入
品

.«

續
々
印
度
に
輸
入
し
來

i

、爲
め
に
農
薜
物
の
不
作
、輸
出

0

減
少
に
伴
ぅ
不
利
の
狀 

況
を
劇
成
せ
し
め
て

B

i

ざ
P

き
。蓋
し
收
稷
の
不
良
、之

に

伴

ぅ

輸

街

の

減

.少

は

急

劇

に

發

连 

し
て
速
時

^

其
結
果
を
齎
す

1

方
に
、輸

.
入
は

»

文

品

の

現

存

す

る

以

，上
は
、繼
續
し
て
行
は
る 

-

. 

可
く
質
易
は
終
局
に
於
て
均
衡
を
雜
持
し
得
べ
し

S

す
る

も
、〗

時
爲
替
の
機
亂
す
る
を
免
か 

れ
す
。準
備
金
の
存
在
は
斯
る
期
間
に
於
け
る
爲
替
の
維
持
を
目
的

€

す
.る
も
の
な
る
が
故
に
、

取
付
の
勢
の
最
も
永
く
纖
續
し
た

る

場
合

に
、尙

ほ
之
に
堪

へ

得
る

だ

: »

、
璺
.富
に

し

て

、且

つ

'雜

-■

 

動
■

往

一

一

を
'
'
.
.

■

翁
■

す

'
.
力V も

.：

V
 

の

、.

ふ
、
：

W

 

可
.
.
.

5
1

:

ふ

，
す*

.

.

:

.
 

.■ 

I 

-「

之
，̂

年
時
の
狀
態

.
に
就

.で

.
g

へ
ば
、印
度
が
輸
出
超
過
國
れ
る

'
の
事
實
は
疑
：を
容
れ
す

ビ
躍
. 

も
、時
に
此
點
に
，大
な
る
變
動
を
生
ず
る
こ

ビ
p 

h

例
ベ
ば
千
九

W

七
年
十
一

1

よ
i

同 

'

十
月
.に
至
る

1

年
間
の
如
き
、輸
入
の
輸
出
に
超
過
す
る
も
の
百
十
九
萬

a

の
多
き
に
及
ベ
夂 

檢
敦
に
於

.て
決
濟
す
可
き
金
貨
拂

0

債
務
ニ
千
萬
磅
を
有
し
、殊
に
^
前
年
に
於
て
三
午
百
一 

莴
矽
の
輸
出
超
過
を
呈
し
た
る
印
度
に
於
て
俄
然
此
程
度
の
輸
久
超
過
に
接
す
る
が
如
き
、異 

常
の
動
搖
を
經
濟
社
會
に
齋
す
も
の
に
し
て
、當
時
偷
敦
並

.に
印
度
に
於
て
、ー
千
八
西
萬
^
の 

.
金
貨
を
挪
出
し
て
、以
て
债
務
の
決
濟
を
果
す
を
得
允

6

ど
雖
も
、
«

易

上

の
變
動
の
大
な
る

€
 

共
R

、
此

程

度

.の

金

貨

拂

ff
l

.

を
以
て
、處
理
す
る
能
は

ざ

る
は
涵

白
の
事
實
に
し
て
、當
.啼
の
恐

t s 

の
如
.
'き
、夏
季
モ
シ
ス
ー
ン
の
不
足
。國
內
ニ
部
の
饉
饑
並
に
世
界
的
恐
憐
の
相
重
な
れ
る
結

®
 

e

は一 .
K

ひ
な
ギ

&

、饑
饉
は
當
時
よ
り
甚
だ
し
き
程
度
に
發
注

U

、モ

ン

ス

ー

ン

は

年

次*

重

な
 

ぅ
て
起
ぅ
、世
界
的
恐
慌
の
中
心
地
が
紐
育

^

非
ず
し
て
、偸
敦
な
る
可
き
將
來
の
事
實
を
豫
想 

す
る

ビ
.き
は
、金
貨
準
備
^
對
す
る
取
付
は
千
九
百
七
年
乃
至
八
年
に
於
け
る
恐
憐
當
時
の
程 

度
を
以

.で
、止
ま
る
可

.き
を
信
ず

^

能
は
ざ
る
な

^S。
，.

以
上
の
見
.地

よ
$
、金
貨

本

位
準
備
金
の
*
用
に

依

つ

て

收

め#
&
る

、

利

子

、银貨
©
造
の 

银

十

餘(
！

六
七)

.
M

魄

印
度
の
蕃#
に
金
融
制
度
に
關
X

嚣
 

银

二

總
§



绾

十

怨
(
一

六
八)

^
 

0

印
度
の
■

卵
金
融
制
度
に
關

r

•研
究
 

5

1
號

沉

四

.

利
益
の
如
き
は

®

く
準
備
金
に
線
入
れ
て
、以
て
其
附
殖
を
期
す
る
も
の
ビ
し
て
、

^

VC

起
る
明 

題
は
準
備
金
を

®

く
可
き

.
地
位
の
如
何
是
れ
な

i

l s

問
題
に
對
し
て
は
、

®

員
會
は
ニ

)

偷
敦
が 

印
度
事
務
省
の
邱
度
の
爲
め
に
經
费
を
支
辨
す
る

^

共
に
、他
の
債
務
を
決
濟
す
る
場
听
た
り
、
 

(一

ご
印
度
に
準
備
金
を
®

く
^

令
は
、偷
敦
に
之
を
現
送
す
る
紀
時
日
を
喪
す
る
の
ニ
點
ょ

6
、
%
 

敦
丨
於
け
る

4 ?

5̂

企
は
英

¥

銀
行
の
正
貨
準

# ;

を
抓
充
す
る
の
用
に
供
せ
ら
る
>ど
云
ふ
反 

»

論
の
行
は
れ
た
る

R

拘
は
ら
ず
、準
備
金
を
偷
敦
に
置
く
の
方

#

に
出
で
た
と
然
も
委
員

#
 

の
報
吿
の
公
表
せ
ら
れ
た

る

年
に
歐
洲
戰
爭
勃
發
し

®

し
て
戰
華
の
進
行
ビ
共
に
、英
蘭

1R
f
 

の
兌
換
制
度
の
安
否
に
就
て
、疑
惑
の
生
せ
る
こ
ビ

.今
日
の
如
し

^

す
れ
ば
此

«

R

^

、

C
 _
見 

の
興
な
る
も
の
わ
る
可
き
は
、論
を
俟
れ
ざ
る
な
ぅ
。次
に
問
題
ビ
爲
る
は
、金
貨
本
位

^

|

!1
|
|
金
の
. 

內1

 

各是
れ
な
ぅ
從
來
金

®

本
位
準
備
金
中

'
偷
敦

R

於
け
る
部
分
は
有
價
證
券
に
依
て
、呆
盲
せ 

&

る

、
を
以
て
、年

來

の

慣

例

ビ

し

、
口
y

ソ
ル
公
偾
ビ
現
金
ど
の
間
に
、何
等
の
區
別
を
認
め
ざ 

り
き
。幸
に
千
九
西
七
年
乃
至
同
八
年
の
恐
璐
に
於
て
は
、金
貨
を
要
す
る
に
當
办
、コ
ン

ソ

ル
ゐ 

債
を
賣
却
す
る
に
就
て
、毫
も
掼
失
を
蒙
る
こ

S

な
き
を
得
た
る
が

.
'其
後
：に
於
て
は

t

卸

师

r

一

1
I
霉
|
I
奪

1|
I
I

|
I

!
I

1
I

I1j
1
の

.■て像
：-有
：.备
：、1

,f:.
 

w

n

.
I
T 

/T

西
满
五
午
六
百
六

.十
九
磅
の
外
に

.百
莴
五
千
六
百
六
十
四
砂
を
.當

'
座
：資

.付
：金
ビ
し

^ ,

市
場

^'
'
.
 

融
通
.
し
、百
六
十
ニ
萬

.破
を
英
蘭
銀
行
に
预
託
し

«

く
.て
#

敦
に
於
け

.る、.
準
備
金
を

1

千
八
百 

五
十
七
莴

I

千
三
百
三
十
三
磅

R

達
せ
し
め
、印
度

に

於
て

は

四
百
萬
磁
の
銀
貨
を
所

.
有
し
、金 

貨
本
位
準
備
金
の
全
額
を
ニ
千
ニ
西
五
十
七
萬

1

千
三
百
三
十
三
磅
に
至
ら
し
め
た

h

。

®

の
如
く
印
度
金
貨
本
位
準
備
金
の
內
容
は
聊
か
變
化
し
れ

-

雖
も
^

ほ
其
大
半
の
擧 

げ
て
、有
價
證
券
に
放
下
せ
ら
る
、
の

j

事
は
常
に
世
間
の
批
評
を
招
き
て
己
ま
ず
。蓋
し
偷
敦
金 

融
市
場
近
年
の
狀
況
を
以
て
す
る
時
は
、コ
ン
ソ
べ
公
債
の
如
き
、最
良
の
有
價

_

券
^
雖
も
之 

をI

現
金

^

同

一
視
す
る
能
は
ず
、之
を
處
分
す
る
場
合
に
は
、資
本
價
格
に
於
て
、相
當
の
損
失
を 

觅
か
れ
す
。大
藏
省
證
券
の
如
き
、短
期
有
價
證
券
の
價
格
は
比
較
的
鞏
固
な

A

ビ
す
る
も
、一
時
：
 

R

巨
.額
の
處
分

%

行
ふ
能
は
ざ
る
の
困
難
あ
夂

in

何
な
る
場
合
に
於
て
も
、

£

額
な
る
有

®

®
 

券
を
賣
却
し
、當
座
貸
付
金
を

IB
]

收
す
る

時
は
偷
敦
市
場
の
金
融
緊
縮
を
招
き
、

^

撣
に
於
け
る 

爲
替
の
危
機
ょ
な
偷
敦
に
反
動
を
及
ぼ
す
と
に
依

.
て
、益
々

.印
度
の
困
難
を
加
重
す
る
：を
免
か 

れ
ず
。偷
敦
市
場
が
.自
己
の
資
力
に
依
賴

し
、印
度
の
象
備
金
に
援
助
を
求
め
ざ
る
と
の
必

3?
な 

る
か
勿
く
、

s
:

度
も
亦

»

敦
の
金
貨
雜
備
に
依
賴
せ
ず
、

自

ら

自

家
：の
地
位
，

.を
保
.識
す
る
の
地
位

姑
十

卷

(

一
六
九)

論

M

印度の
货
器
に
金
黯
度
に
關
す
る
研
究 

禮I

號
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度

に
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竺

織

五

六

に
立
.
つ
可
く
、印

度

自
6

支
'配

す

る
能
は
ざ
る

.
事
情
に
®
を
盤
ぐ
可
き
も
の
に
非
ざ
る
な
ぅ
。然 

ら
ば
以
上
の
見
地
に

據

て
、
姿
員
會
は

.
若
干
の
金
貨
準
備
を
所
有

.す
る
こ

S

を

必
婆
S

し
た
る 

力
K

點
R

就
て
は
委
員
會
は
現
在
の
準
備
金
の
一

.半
は
現
實

'
に
金
貨
を
以
て
所
有
し

"g

し
て 

其
額
は
少
な
く
ど
も

1
.

千
五
百
萬
#
に
在
る
可
し

S

:
し
、此
程
度
の
金
貨
を
所
荀
す
、る
外
に
、紙 

幣
準
備
金
の

.1

部
ビ
し
て
¥

生
五
西

.莴
磅
の
金
貨
を
所
有
せ
，ん
か
、爲
替
の
危
機
に
當
つ
て
、拂 

出
す
可
き
金
貨
の
一
半
は
現
實

.に
金
貨
を
拂
出
し
、此
搠
出
に
依
て
，金
融
市
場
が
有
利
な
る
影 

響
を
受
け
れ
る
時
に
乘
じ
て
、有
價
證
券
を
賣
却
し
、金
食
の

〗

半
を
收
む
可
し

^

し
た

h

,°
g

4c 

金
貨
•本
位
準
備
金
の
內
容
に
就
て
、姿
撬
會
の
持
す

る

意
見
の
嚴
峻
な
る
こ
^
斯
の
如
く
な
る 

.以
上
は
、姿
員
會
が
準
備
金
中
に
銀
貨
の

'存
す
る
事
實
を
非
難
す
る
は
、當
然
に
し
て

^

貨
は

®
 

し
く
之
を
紙
幣
準
備
金
に
移
し
て
、以
て
金
貨
本
位
準

-
働
金
の
鞏
固
を
謀
る
可
き
こ

S

を
論
じ 

た
A

。而
し
て
金
貨
本
位
準
備
金
を

®
 

く
場
所
に
關
す
る
問
題
同

.
じ
く
、準
備
金
の
一
部
を
英 

窗
鈒
行

U

预
.託
す
る
方
法
の
得
失
に
就
て
も

‘歐
洲
戰
爭
開
始
後

.の
今
日

； •

に
於
て
は
、當
然 

に
接
す

可
き

の
.
道
理
な

.
る
に
拘

«

ら
ず
、遂
に
何
等
の

.
批
評

R

'
接
せ

^

、唯
多
數
委
員

w

多
く

の

•-
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.
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,

け

卜

ぎ

ド

纪

卜

使

委
員
會
が
金
货
本
位
準
備
金
の
一
部
分
士
し
て
、金
貨
の
形

f

於
て
保
持
す

.
る
こ

S

を
虫
张 

す
る
準
偏
金
は
爲
替
維
持
の
爲
め
に
へ
必
ず
印
度
に

存
滕

せ
ら
る
可

く
、
典
目
的
の
爲
め
に

®
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せ
ら
る
、
場
合
に
は
、公
衆
に
向
つ
て
之
を
發
行
し
、以
て
輸
出
に
充
て
し
む
可
き
こ
ど
必
喪
な 

6

^

す

固
ょ

6

今
W

偷
敦

に
存
す
る
金
貨
を
即
時
に
印
度
に
移
送
す
る
は
、得
策
に
非
ざ

る
可 

し
S

雖
も
、今
後

偸
敦
に

於
け
る
準
備
金
が
爲
替
維
持
の
爲
め
に
、取
付

け
ら
れ
た

る

場
合

に
は
、
 

倫
敦

R

於
て
之
を
補
充
せ
ず
、印
度
に

余
«

を
蓄
續
す
る
の
手
段
に
出
づ
可
し

」

^

主
張
し
た

る 

を
見
る
の
み
。
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府
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幣
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府
紙
幣
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發
行
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た
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千
八
西
六
十
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で
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f

m
し
れ
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f

行
紙
幣
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總
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囘
收
せ
ら
れ
、政
府
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ら
紙
幣
發
行
の
.獅
占
權
を
有
す
る

左

^

爲

れ

る
が
、氏 

幣
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五
乃
至
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萬
ル

1

ビ
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以
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額
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^

し
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ー
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ー
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又
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貨
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備
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以
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付
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.
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十
年
に
至
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法
貨
の
劾
力
を
總
て
の
區
劃
に 

辦
務
本
局
に
於
て
兌
換
す
る
こ

S

R

改
正
せ
ら 

た
う
し
が
、區
劃
の
制
限
の
緩
和
せ
ら
れ
て
以
來 

は

】

千
萬
グ
ー
ビ
ー
な

1

及
ぼ
し
、額
面
苗

V

I

。ヒ
丨
の
紙
幣
は
總
て
の 

れ
た
ぅ
。̂
,
紙
幣
發
行
高
增
加
の
勢
は
遲
 々

漸
く
著
し
く
、左
の
如
き
程
度
に

M
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總發行高 

二八、八八

こ
'
純
1

高

即M

所齓高

銀
行
所
藏
萵 

ニ
、六
八

I%

I

九 
一ニ

-
-
H.

印
度
の
紙

.

ニ
、三
四 

ニ
六
、五

四

.一、

八
一.

四
五
"一

四
三
、
六六

 

四1

"
四
八

1

、
九九

 

五、

3£

六

 

芄七、三七
五
、五三

 

五
;八
三
ニ
、三四

 

七ノバ〇
 

六
五
、六

ニ

1
0
、

七一 

五
四
"九
ニ 

ニ
，五
ニ 

七
、
0 !

幣
發
行
法
は
千
八
百
四
十
四
年
の
英
國
銀
行
特
許
條
例
を
模 

の
發
行
は
之
を
無
制
限

^

す
る

^

共
に
、一
方
に
四
千
萬
ル
ー

流
通
高

ニニ、〇

s 

‘

三三、九三 
四
,八九 

四
五
、三
九

做
し
、
3£
貨
準
備
に 

ビ
ー
を
限
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、公
憤

對
す
る
紙
幣

を
保
證
ビ
し
て
發
行
す
る
を
得
る
こ

V
J

千
八
百
六
十
ニ
年
の
法
律
に
於
て
、規
定
せ
ら
れ
た
る 

听
な
り
し
が
、其
後
特
別
法
を
以
で
、漸
次
保
證
準
備
を

»

張
し
て
、

1

億
四
千
莴
ル
ー
ビ
ー

S

し
、

I
I

M. 
I
Iビ

は

.
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貨
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券

.を
以
ハ
て
、保

'
.
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有

.せ
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年
三
月
末
日
に
於

'け
る
準
備
の
內
容

&

の
如
し
。翬
位
は

I

千
萬
火

1
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'
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锪發
行高
在印
度銀
货同
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即
ち
保
證
準
備
の
紙
幣
總
發
行
高
に
對
す
る
割
合
は
二
割
內
外
に
居
る
こ
ど
を
知
る
を
得 

ベ
し
。
^

國
の
銀
行
特
許
條
例
は

」

定
の
保
證
準
備
以
上
に
發
行
せ
ら
る
、
紙
幣
に
對
し
て
は
、
 

必
ず
同
额
の
正
貨
準
備
を
置
か
し
め
、以
て
紙
幣
發

.
行
の
濫
用
を
防
ぐ
こ

V
J

を
根
本
の
趣
意
ど 

し
、制
定
の
當
時
に
於
て
は
、理
想
的
紙
幣
發
行
法
を
以
て
目
せ
ら
れ
た
れ
ど
も
、事
實
に
就
て
之 

を
檢
す
る

.
に，、此
發
行
法
は
紙
幣
を
し
て
英
國
通
貨
制
度
に
於
て
殆
と
無
意
_
の
も
の
た
ら
し 

め
、近
年
漸

.く
小
"
切
手

^

度
の
利
用
せ
ら
る
、
に
隨
て
、紙
幣
發
行
に
伸
縮
自
在
の
作
用
を
期
す 

る
を
得
る
の
み
•今
日
英
國
の
重
な
る
通
貨
は
即
ち
小
切
手
に
し
て
、英
蘭
銀
行
の
金
貨
準
備
.は 

其
名
義
の
如
何
に
拘
は
ら
ず
、小
切
手
並
に

.
他
の
信
用
證
券
を
支
持
す
る
も
の
な
}
。然
る
に
印 

度
に
於
て
は

®

要
な
る
都
市
を
除
け
ば
、小
切
手
制
度
の
普
及
未
だ
充
分
な
ら
ず
、正
貨
並
に
小 

額
面
の
紙
幣
は
尊

&

公
衆
の
間
に
流
通
す
る
狀
態
に
し
て
、殊
に
千
八
西
九
十
三
年
の
造
彼
局 

閉
傲
以
來
國
內
商

H

業
の
發
達
す
る
に
隨
ひ
、伸
縮
自
在
の
通
貨
を
要

^

す
る
の
事
情
緊
切

S
 

爲
れ
る
を
以

て
、
上
記
の
如
き

.
紙
幣
發
行
法
を
以
て
し
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は
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に
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0
を
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せ

し
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こ

S
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少
な
か

.

ら
ざ
る
は
、論
を
俟
れ
す
。千
八
西
九
十
八
年
の
金
货
，紙
幣
法
の
，制
®
並
に
印
度
政
廳
宛 

手
，形

.

寶
却
ね
に
依

-

^

偷
敦

.f t

於
て

‘印
度
；事
務
大
I 3
R

:

预
S B
.

せ
；&

れ

た

る
金
貨

R

.對
し

て

、，印

度

 

に
於
て

紙
幣
の
：發

行
せ

&

る

、

こ
t

、

爲
れ
る
結
果
、紙
幣
の

伸
縮
に
多

少

の

自

甶
を

收

め

得

 

.た

る

.が
如

く

爲
れ
e

も
、此

事
た
る
偷
敎
に

於
て
特
に
金
貨
を
预
靖
す

る

結
*

ど
し
て

狞

は
る
 

>
も

の

に

し

て

、
未
だ
完
全
を
得

^

る

も

の
^

す

る

能
は
ず

。

紙
龄
準
備
金
の
重
な
を
、

0

的
が
紙
：幣
の
舜
換
を
保
證
す
る
の
一
事

^

存
す
る
は
論
を
俟

^. 

ず
ビ

M

も
同
時

^

此
準
備
金
は
ル
ー
ビ
ー
銀
貨
ど
引
換
に
金
貨
を
收
受
し
、流
通
に
付
せ
&
る 

可
き
金
貨
を
保
持
し
、又
爲
替
相
場
の
均
衡
を
維
持
す
る
機
，關

R

供
.

せ
ら
る

>こ
^

を
記
1

ナ 

ざ
る
可
か

&

中
。藍
し
紙
幣
の
所
有
兹
は
印
度
に
於
て

'
金
貨
又
は
ル
ー
ピ
ー
鈒
貨
を
以
て
、紙
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に
相
^

す
る
金
紅
を
受
取
る
權
利
を
有
し
、而
し
て

】

般
R

ル
ー
ピ
ー
銀
貨
を
受
取
る

W

没
に 

他
耍
求
に
應
ず
る
錄
办
、政
府
は
铞
牟
十
.

】

月 

ー
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に
於
て
ニ
億
四
千
萬
ル
ー
ピ

‘

1

、每
年
五

^

1

日
に
於
て

l

r

A
千
商
ダ

ー

ビ

ー

以
上
の
敍
貨
を
所
有
す
る

こ

マ

し
を
期

し

、實
際
の

p

1

令 
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ヵ
此
程
度
に
達
せ

ざ

る
ど

ぎ
は
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新
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ピ
ー
鈒
貨
を

鑄

造
し
て
、之
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郇
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す
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の
方
法
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.
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中
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へ
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货
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.離
_

に
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於

け

る

ビ

I
 
0
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反

比
伢
を
以
て

.«

滅
す
る
も
の
に
し
て

、
^
I

ビ
I

顧
货
の
減
少
す

.名

v
j

き
に
は
、金
輩
黎
積
ゝ
せ
ら 

れ
、斯
く
て
過

f

爲
れ

.

る
，金
貨
は

.新
鈒
貨
轉
造

'の
資
.
金
^

.
供
せ

&

る
。政
府
は
偸
敦
に

於

そ

印
 

度
政
廳
宛
の
手
形
を

1

却
し

て
、印
度
に
金
貨
の
.银

猜

す
る
こ

ビ

を
0

ぎ
、之
を

#

敦
に
现

：

送
す 

る
の
必
要
な
か
ら
し
め
ん
ど
す
。

S

し
爲
替
相
場
を
維
持
す
る
に
は
、印
度
に
金
を
育
す
る
ょ

6 

も
^

敦
に
之
を
有
す
る
を
必
要
ど
す
る
の
信
念

^

基
く
も
の
な

6

。

紙
幣
準
備
金
中
、有
價
瞪
券
を
以
て
す
る
部
分
の
最
高
額
は

I

億
四
千
莴
ル
ー
ビ
ー
な

4
。千 

力
--
r
'
B沿
年
ま
で
此
種
保
®
準
備
は
總
て
ル
ー
ビ
ー
貨
證
券
な
り
し
が
同
年
ニ
千
黹
ル
ー
ビ
ー 

の
仿
說
坪

#

を
*

張
し
千
九
西
十
ー
年
續
ぃ
て
同

.
额
の
擴
張
を
爲
す
に
當

6
、是
等
を
英
货
有 

價
i/

券
に
投
せ
し
め
た
ぅ
。斯
く
保
譜
準
備
の
範
圆
‘を
鱗
張
し
た

る

は
、同

】

原
因
の
爲
め

R

、贸 

格
の
低
落
す
る
恐
あ
る

1
稱
の
有
價

.證
券
の
み
を
所
有
す
る
こ
ビ
を

.
避
け
、又
英
睽
#
券
を
听 

有
し
て
爲
替
の
調
節
に
資
せ
し
め
ん
ど
す
る
が
爲
め
に
外
な
ら
ず

。

.

以
上
の
外
郞
度
の
貨
幣
制
度
に
關
聯
し
て
注
目
を
要
す
る
は
，印
：度
政
府
の

國

靡

金

残
高
同 

»

高
の
配
骰
、印

^

政
廳
宛
手
形
賣
却
等
の
卯
题
な
れ
ざ
も
、是
等
は
印
度
金
融
市
埸
の
運
闬
に 

關
係
す
る
所
深
く
、

〗

方
に
印
度
金
爲
稃
本
位
制

の
，根

本
問
題
は
大
體
に
於
て
上
論
を
以
て
叙 

述
し
れ
る
か
故

^

金
副
關
係
の
問
題
は
之
を
他
日
に
讓
る
こ

^

、
し

^

ぅ
。
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